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本稿は、染色工芸の立場から、有明海:に自生するシチメンソウより得られる染液による赤色系染色
を試みた結果を報告する。赤色系に染まり得る望ましい染液抽出方法，また、被染布への染着方法を、
工芸染色でよく行われる植物染料の染色j去をもとにした方法により染着を試み、試行を重ねた結果導
き出された原初的とも思える染色方法を紹介し、シチメンソウから得られる赤色系色素による赤色系
染色の一方法論を明示し、シチメンソウ染料による染色の今後の展開を提案する。
1.はじめに
有明海に自生する塩生植物シチメンソウは、赤く色づくことから秋を彩るUJ々 の紅葉の連想から海の紅
とも呼ばれ、また、昭和天皇の来織を賜った付加価値も加わり、近年、晩秋の佐賀の風物詩となって注
目を集めている。そして今も、季節とともに色を変える故についた名の通り、月日とともに草色の表情を
変えている。
シチメンソウは、赤く色づくことが大きな特鍛のーっとなっているが、この赤い色は、赤色系色素ベタ
シアニンによるものであることは佐賀大学農学部東江栄准教授により確認されている(注 1)。しかし、
赤色系色素ベタシアニンを含む植物分布の事情が大きいと思われるが、ベタシアニンを持つ植物からそれ
を抽出し布を染めるための染料とした事例は、数例を見るにとどまっている。そこで本研究は、染色工芸
の立場からベタシアニン含有植物シチメンソウより赤色系染料の抽出を試み、それによる布への染着法を
明示することにより、横物染料赤色系染色の一方法論を提案し、今後の展開へとつなげるものである。
植物染料による染色は、偲々の植物で類似J性の差こそあれ、個別の染急法を持っているといわれるが、
染液を求める方法は、次の三つに大別される。一つは、植物を乾燥させ煮出す方法。一つは、乾燥させず
煮汁か泥汁を採る方法。そして一つは、何らかの薬品を用いて色素を採り出し染液とする方法である。そ
して、そのいずれかの方法により得た染液を用いて繊維への染着を試みるのであるが、中、高酷である時
間をかけて染色したり、ある薬剤の力をかりで染色すること等が、一放的によく行われている。ここに、
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このような現在植物染料の染色で行われている方法を参考にしながら シチメンソウから得られる赤色系
色素の望ましい染色方法を探ることを試みる。以下にシチメンソウより赤色系に染まり得る染液の抽出方
法、及び染色方法を導き出した試行の結果を報告するが、今回は工芸染色の立場からシチメンソウ赤色系
染色の可能性を探るのが主目的のため、各実験の精度は後に譲り、おおまかな方法をとっている。
2.染料抽出部位を探る
6月初旬に採取したシチメンソウで根、茎、葉のいずれの部位が赤色系色素を求めるに適当か探ってみ
た。シチメンソウは 5月下旬頃に茎葉とも淡紅緑色を示す(注2)。 どの時期に採取したものが赤色系染
色に最適かの問題はあるが、まず、この時期に赤色系の様態を見せており植物として十分に生長をとげて
いるので、染料抽出の部位を探ることにおいて、この時期採取のシチメンソウで問題はないと判断した。
ただ、植物の見せている色味が、そのままの色の染着を見ないことのほうが、植物染料染色では一般的で
あることも意識しながらの試みでもあった。
それぞれ乾燥させた部位と、生のままの部位を煮出すことにより得られる染液の色味を見ることによ
り、どの部位の色素を求めることが適当かの判断を行った。また同時に、乾燥させたものと生のままのも
のとどちらが今回の染料抽出に適当で、あるか、おおよその目途をつけるために予備的な試験を実施するこ
ととした。色素の抽出に煮出す方法を選んだのは、まだこの段階ではシチメンソウの赤色系色素抽出の望
ましい方法を探っている段階であったので、植物染料の色素抽出方法の中の一般的な方法を採用すること
にした。
いずれも、それぞれの部位に対して約16倍量の水を加え約20分間煮出したものである。
結果、根に関しては赤色系染色の可能性は小さいと判断したが、茎、葉には可能性を持っているのでは
根乾燥させたもの 根生のまま
根乾燥させたもの抽出液 根生のまま抽出液
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茎乾燥させたもの 茎生のまま
茎乾燥させたもの抽出液 茎生のまま抽出液
葉乾燥させたもの 葉生のまま
葉乾燥させたもの抽出液 葉生のまま抽出液
ないかと推測した。したがって、この結果より茎と葉より染液を求めることとした。また、煮出しを行っ
ている段階で、乾燥したものより生のままの方が、後の染料抽出につながるのではないかという推測も持
つに至った。
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3.染料抽出方法を謀る
植物染料における染料抽出方法は、乾燥させて煮出す方法、生のまま煮出す方法、生の花汁を採る方法、
また、薬品を劫剤としてこの三者に強う等々、さまざまなかたちで行われているが、染料抽出部位を探る
段階で、乾燥させたものを煮出すより生のままで煮出すほうが赤色系色素抽出にはわず、かの差で、はあるが
適当であろうという感触を得ていた。そこで、現在よく行われている様物染料染色の染料抽出方法を参考
に染料の抽出を試み、後媒染による赤色系染色の可能性を探ってみた。まず、 L]JI埼青樹氏の「若葉による
緑色の染色」の染色方法(注3)や、高橋誠一郎氏の「天然染料による染色」の染色方法(注4)を参考
として、シチメンソウの染料抽出、後媒染による染色の試験を行ってみた。アルカリ水(水 1eに炭酸カ
リウム 1gを溶かした水)を生のままのシチメンソウが護われるまで入れ、 20分ほど煮出し、氷宮下費支を加
えpHを7にしたものを染液とする。被染布の絹を入れ10分ほど煮染めを行い、染液が冷えるのを待って、
30分間程媒染処理し水洗する。さらに、染液に氷酢援を加え pHを6にして15分詞煮染めを行い、冷める
まで放置し、その後水洗し染着結果を克た。媒染剤の違いによる色味は現出したが、赤色系を見いだすに
は至らず、黄色系染色を見るにとどまる結果であった。ここで、被染布を絹としたのは、…殺的に植物染
料染色を行う場合、比較的高い染着結果が得られることからによる。
次に、生のままで煮出す方法はとるが、 pHは考慮せ7ず、また、煮出す時聞を短くする染色方法を行っ
てみた。これは、前出の染料抽出の際、加熱による煮出しの段階で、時開の後半から煮汁が茶味を帝びて
くることから、濁りの前の段措を染液とした方が、よい結果を得られるのではとの鴇i訴による。シチメン
ソウの茎、葉を 4倍量の水で'10分間程煮出し、そこに被染布絹を入れ冷めるまで放霊し結果を見た。
試験ではごく薄く赤色系の色味は見せたが、赤色系染色とu乎ぶにはほど遠いものであった。
そこで今度は東江栄准教授が、シチメンソウに含まれる赤色系色素ベタシアニンを確認する捺に、
抽出に用いた幹酸に注目し、氷酢酸と加熱による色素抽出を仔ってみた。この方法は、すでに、花びらか
ら色素を抽出して染める草木染めの方法として先例がある(注5)。その染め方の披絡は次の通りである。
0.3 eの水に、氷酢酸10ccと被染布の重さの等f脅から 3f音量の花びらを入れ、ミキサーにかけ泥汁をとり
O.Hの水を加え，加熱沸騰させ中火で15分煮出し染液とし、被染布を入れ染液が冷めるまで放置し、そ
の後水洗し完成を克るという方法である。ここで、 10月採殺のシチメンソウで再様の方法で染色を試みて
みた。 水300ccに氷酢酸10ccを加え、生のままのシチメンソウ100gをミキサーにかけ泥状の赤紫染液をと
る。これを数回繰り返し、ある量の赤紫泥を求め、これに再量の水を加え加熱沸騰させ後中火で15分間煮
出し、漉して染液とし、被染布を入れ染液が冷めるまで放霞し結果を待った。また、被染布には工芸染色
でよく使われる木綿、麻、結、ウールを舟いた。結果、この染色方法が、今までの中では…番赤色系染色
と呼ぶに近い成果を得たが、いま一つ、色味、濃さの点で納得のいくものではなかった。したがって、シ
チメンソウも紅花のように何か特殊な染色法を求めなければ、望ましい結果は得られないのではないかと
の判断も持たざるを得なかった。
前出の染色方法での染料抽出時、加熱が進むにしたがい赤色系を呈していた染液が滞って行く様子は克
られたが、この時の赤色系色素が、必ずしも染着するとは授らないのが植物染料染色の特質であるとの判
断等が、中j昆、あるいは高祖での染色にこだ、わる一因ともなっていた。しかし、試行のプロセスの中でこ
の加熱に疑問を持った烏苓さやかから、もう一度染色方法を見直すべく、常温での染料抽出、常温での染
色の試みの提案があった。これは植物染料染色としては、あまりにも原初的な染色法であるが故に、採用
していなかった染色方法であった。しかし、実際に試してみると、植物染料染色の定期どおりの結果をも
たらすことになった。
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シチメンソウの赤色系染料抽出方法としては、シチメンソウが赤色系の表情を見せる時期のものを採取
し、生のままの茎、葉(季節により花、果実を含む)部分を氷酢酸と水により赤紫泥を求め、それに水を
加え漉し染液とすることが最良の方法との考えに至った。また、赤色系によく染まり得る繊維はウールで
あるという結果も得た。
10月採取のシチメ ンソウ 赤紫泥に水を加えた赤紫泥汁 ミキサーにかける前の茎、葉(果
実を含む)
赤紫泥汁を漉した染液
518 田中嘉生，鳥谷さやか，布川博主主
加熱による染液で染色(左より木綿、麻、絹、ウール)
常温による染液で染色(左より木綿、麻、絹、ウール)
4.おわりに
シチメンソウに含まれる赤色系色素ベタシアニンを染着させる望ましい染液は、葉、茎部に見られる赤
色変化部分を常温で摺潰した赤紫泥に酢酸、水を加え漉したものと考えられる。また、染着方法は、常温
である時間をかけ浸染による方法がよく、助剤も特に必要のないことが分かった。そして、被染布の繊維
は動物性繊維が良く、中でもウールがよく染まることが判明した。結果として、現在、植物染料の染色で
よく行われている染色法とは異なった、非常に原初的な染色方法をとることがこの色素を布に染着させる
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最良の方法であると考えられる。工芸染色の立場から見ると、常温で染色が可能なため、絞り技法による
染色はもとより、常温であれば長時間の浸染に耐え得る、蝋防染技法を荊いた染色でかなりの展開が望め、
一例として、浸染の時間差による染着の違いによる、重ね染め等が考えられる。また、誹究が進み、引き
染めで求められる、高い濃度の染液描出法が可能となれば、型糊訪染技法にも利吊可能となり、また違っ
た展開も生まれるであろう。シチメンソウの赤色系染料は、現在工芸染色でよく行われる、少なくとも
つの防染技法が使える染料で、また、非常に原初的な染色方法で染邑が行える染料ということも出来る。
ここに、シチメンソウから得られる赤色系色素ベタシアニンによる赤色系染色の…方法論を染色工芸の立
場から示すことは出来たが、今設は、シチメンソウから得られる飽の色素にも注目するなど、シチメンソ
ウの染色j去を多面的な角度から探って行き、シチメンソウの植物染料としての有効性を実証し、その確立
を自指したいとも考えている。今回、シチメンソウ採取時期、或は原材料と水の割合等、染急実験におい
て、経験や勘に頼った閣は否めないが、後日、その点をふまえた再試を背いたいと考えている。
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